
 

報

告

 

日

本

の

建

国

を

祝

う

愛

知

県

民

の

集

い 
 

日
本
会
議
愛
知
県
本
部
、
毎
年
恒
例

行
事
の
「
日
本
の
建
国
を
祝
う
会
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
笹

幸
恵
さ
ん
に
「
悠
久
の
日
本
を
守
っ

た
戦
士
達
を
想
う
」
と
題
し
て
記
念

講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
笹
さ
ん

は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
を
は
じ
め
と

し
た
日
本
軍
玉
砕
の
太
平
洋
の

島
々
を
訪
れ
て
、
慰
霊
巡
拝
と
遺
骨

収
集
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

切
欠
は
大
東
亜
戦
争
に
つ
い
て
教

師
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
た
こ
と
と
、「
ア
ー
ロ
ン
収
容
所
・
会
田
雄
次

著
」
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
こ
と
に
始
ま
る
そ
う
で
す
。
先
の
戦
争
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
戦
没
者
の
内
、
お
よ
そ
百
十
三
万
柱
の
遺
骨
が
未
だ
送
還
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
海
外
に
は
補
修
さ
れ
ず
に
朽
ち
て
放
置
さ
れ
た
慰
霊
碑
が
多
数
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
戦
地
に
兵
士
を
送
り
出
す
時
に
は
盛
大
に
見
送
っ
て
お
き
な
が
ら
、
事
情
が
変

わ
っ
た
か
ら
と
兵
士
達
の
遺
骨
を
南
洋
の
島
々
に
置
き
去
り
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
は

ず
で
す
。
笹
さ
ん
は
国
が
や
ら
な
い
な
ら
ば
、
自
分
が
や
る
と
熱
い
使
命
感
を
持
っ
て

活
動
を
始
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
笹
さ
ん
は
小
柄
で
可
愛
ら
し
い
方
で
す
。
こ
ん
な
上

品
な
娘
さ
ん
が
密
林
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
行
く
姿
が
と
て
も
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
「
戦
史
検
定
」
と
い
う
も
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
「
戦
史

検
定
」
と
は
祖
国
の
真
の
歴
史
を
知
っ
て
頂
く
こ
と
と
、
そ
の
事
業
に
よ
る
収
益
金
で

海
外
に
建
立
さ
れ
た
慰
霊
碑
、
顕
彰
碑
の
保
全
と
修
復
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
年

一
回
開
催
さ
れ
る
検
定
試
験
の
こ
と
で
す
。
検
定
を
行
う
の
は
戦
史
検
定
協
会
と
い
う

団
体
で
、
東
京
に
事
務
局
が
あ
り
小
田
村
四
郎
氏
、
中
條
高
徳
氏
ら
が
顧
問
に
名
を
連

ね
、
笹
さ
ん
が
実
行
委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
本
来
は
東
京
で
試
験
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
団
体
で
申
し
込
め
ば
地
方
に
出
向
い
て
頂
き
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
会
議
愛
知
県
本
部
で
は
今
年
の
八
月
に
名
古
屋
開
催
に
向
け
て
計
画
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初
級
試
験
は
三
千
八
百
円
の
予
定
で
、
ど
な
た
で
も
受
験
で
き

ま
す
。
今
後
ご
案
内
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非
挑
戦
し
て
み
て
下
さ
い
。
最
後
に

一
言
、
私
も
戦
争
物
の
書
籍
は
興
味
を
持
っ
て
何
冊
か
は
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

先
の
大
戦
は
何
だ
っ
た
の
か
、
私
に
と
っ
て
も
謎
め
い
た
深
い
課
題
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

あ
の
戦
闘
は
こ
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
と
か
、
こ
こ
が
い
け
な
か
っ
た
と
か
戦
闘
技
術
的

な
見
方
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
の
興
味
は
、
戦
闘
や
国
際
政
争

に
は
あ
っ
た
が
、
兵
士
達
に
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
を
怠
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

す
べ
き
こ
と
は
、
彼
ら
に
心
を
寄
せ
る
こ
と
、
英
霊
の
お
心
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
だ

っ
た
と
深
い
反
省
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
八
月
に
は
戦
史
検
定
を
受
検
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
笹
先
生
に
お
目
に
か
か
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

（
報
告
・
名
古
屋
支
部 

南
部
文
宏
） 

  

第

十

四

回

愛

知

竹

田

研

究

会 

テ
ー
マ
・
「
古
事
記
千
三
百
年
祭
の
意
義
」 

日 

時
・
三
月
十
八
日
（
日
）
午
後
四
時
半
開
場
・
五
時
開
会
～
七
時
半
閉
会 

会 

場
・
ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦 

電
話
０
５
２
―
９
５
３
―
５
１
１
１ 

会 

費
・
二
千
円
（
初
参
加
者
と
学
生
は
無
料
）
事
前
に
申
し
込
み
必
要
で
す 

懇
親
会
・
四
千
五
百
円
（
希
望
者
の
み
、
竹
田
恒
泰
先
生
と
親
し
く
懇
談
で
き
ま
す
） 

教

育

講

演

会

 

日

本

を

救

う

奇

跡

の

教

育 

講 

師
・
浅
川
正
人
先
生 

甲
子
園
高
校
野
球
や
花
園
高
校
ラ
ク
ビ
―
で
ミ
ラ
ク
ル
旋

風
を
巻
き
起
こ
す
日
本
航
空
高
校
石
川
の
副
校
長
が
来
名
。 

日 

時
・
五
月
二
十
日
（
日
）
午
後
一
時
開
場 

一
時
半
開
会
～
三
時
半
閉
会 

開 

場
・
桜
華
会
館 

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
一
―
七
―
二 

護
国
神
社
西
隣 

主 

催
・
新
教
育
者
連
盟
名
古
屋
支
部
電
話
０
５
２
―
５
３
２
―
０
９
０
２ 

会 

費
・
千
円 

事
前
申
し
込
み
お
願
い
し
ま
す
。 

安

倍

晋

三

氏

・

青

山

繁

春

氏

大

講

演

会 
日 

時
・
四
月
二
日
（
月
）
午
後
六
時
開
場
・
六
時
半
開
会
～
九
時
閉
会 

会 
場
・
中
京
大
学
文
化
市
民
会
館
・
プ
ル
ニ
エ
ホ
ー
ル 

前
売
千
五
百
円 

な
ご
や
通
信 

 第
三
十
一
号 

平
成
二
十
四
年
三
月 

日
本
会
議 

名
古
屋
支
部 

事
務
局 

０
５
２ 

― 

７
６
３ 

― 

４
５
８
８ 

  

 

●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

三
月
四
日
午
前
八
時
開
始
、
九
時
終
了
。
四
月
一
日
、
五
月
六
日
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
も
お
気
軽
に
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
現
場
責
任
者
・
南
部
（
０
９
０
‐
２
７
７
３
‐
０
６
８
８
） 

 

●
「
日
本
の
息
吹
」
を
引
き
続
き
ご
継
続
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 


